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活動の概要

京都大学大学院教育学研究科
・グローバル教育展開オフィス

担当教員 南部広孝先⽣（教育社会学講座・教授）

国際交流事業名：北京師範⼤学教育学部との学術交流活動

主催者/主催団体等：北京師範大学教育学部

実施場所・方法：北京師範大学教育学部（英東楼318号室）ほか、対面

実施日：2025/11/01～2025/11/02

参加者数：合計14名

　北京師範大学教育学部との学術交流活動の一環として実施されている大学院
学生の交流会は2010年から継続して実施されています。16回目となる今回
は「Balancing Equity and Quality in Education: Policies and Practices for
Diverse Needs」をテーマとして、北京師範大学教育学部で開催されました。
北京での対面開催は2019年以来6年ぶりでした。本研究科からは、教育哲
学・教育史学コース、臨床教育学コース、教育方法学・発達科学コース、比較
教育政策学コースの学生が参加しました。
　11月1日（土）の交流会は9時から開会式が行われた後、本研究科の大学院
学生6名、北京師範大学教育学部の大学院学生6名がそれぞれ英語による研究
発表を行い、それに対する質疑応答が活発に行われました。両大学とも多様な
専門分野の学生が参加したことから、大学間での交流が行われただけでなく、
同じ大学の学生同士も相互に学びあう機会となりました。昼にはキャンパスの
散策があり、交流会終了後には親睦会が開かれて、研究内容のみならず様々な
話題について意見交換と交流が行われました。続く11月2日（日）には、学
外での交流活動が企画され、中国の社会や文化への理解を深めるとともに、そ
の活動を通じて両大学の学生がさらに交流を進めました。
　この交流活動は双方の大学院学生が企画・実施するものであり、今回も、本
研究科の学生が北京師範大学教育学部の学生に協力して準備を進めてくれまし
た。
　各学生の研究発表内容やこの交流会の記録については、年度末に報告書とし
てまとめるよう準備を進めています。
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